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39,244 25,070 182,186 96.9

39,985 83.3

企業連携構築事業

－

さっぽろフィルムコミッション強化事業 124,000 19,200 20,900 6,995 26,029 73,124

10,700 120.6

「創造都市さっぽろ（sapporo ideas city）」の活用と推進 80,000 20,466 36,346 4,383 5,000 66,195 82.7

7,966

10,136

109.3

9,243 5,000 33,407 77.7

19,851札幌スタイル推進事業 93,000 33,114 26,763

首都圏ビジネスチャンス拡大支援事業 43,000 9,028

― 1,890 34,000さっぽろコンテンツマーケット創出事業

高度情報通信人材育成・活用事業

新産業育成推進事業

2,371

21,918

8,404 9,113

57,672 60,200

29,716 92,518

8,016 9,250

合 計

2,0001,887

9,992

101,646

36,183

主体的な活動が生まれ、経済の活力みなぎる街

札幌らしい新産業の育成と企業の誘致

21 年 度
( 決 算 )

12,000

23,700

計　　画　　事　　業　　の　　実　　施　　状　　況

65,000 21,592

22,088

57.8

96,000

平 成 22 年 度 第 2 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 施 策 進 行 調 書 （ そ の １ ）

22 年 度
( 予 算 )

（ 単 位 : 千 円 ）

政 策 目 標

重 点 課 題

2

3

施
策
の
基
本
方
針

　さっぽろのブランド力をさらに向上させるため、札幌市立大学をはじめとした研究機関が持つ知の
資産と産業を結び、デザインやバイオの分野などで札幌らしい特色ある新産業を育成し、スイーツな
どの食品関連産業とともに国内外に発信します。また、平成27年までにＩＴ・コンテンツ産業売上高１
兆円を目指し、人材・企業を育成し、映像を中心としたコンテンツ分野の取引の拡大を図るとともに、Ｉ
Ｔ関連企業などを積極的に誘致します。

19 年 度
( 決 算 )

20,416

実　績　事　業　費
20 年 度
( 決 算 )

4,000

20,402

進捗率

( ％ )

86,606

37,5920

12,000

12,72748,000

2,713 8,971 74.8

26,912

事　　業　　名

都心部における北海道の魅力発信事業

「食のまち」札幌の推進※

魅力ある食づくり推進事業

施策
番号

90.2

30,000

188,000

計 画
事 業 費

2

2

2

3

3

 

 

68.7

 

雇用創出型ニュービジネス立地促進事業 870,000 154,805 136,988 128,222 177,348

125

企業誘致促進事業 304,000 16,291 71,295 36,461 108,675 232,722 76.6

28,500 7,125 9,500

北海道大学連携型起業家施設運営事業 66,000 6,437 5,088 13,902 37,202 56.4

39,985 83.3

さっぽろバイオクラスター構想“Ｂｉｏ－Ｓ”推進事業

新産業育成推進事業

11,775

9,500

8,016 9,250

9,500 35,625

 

 

9,992

597,363

12,72748,000

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

76.6456,005321,3102,047,500 1,568,807423,436368,056

 

合　計　（計画事業費が 「－」 の事業は除く）
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設置 設置

11,000本 10,000本

50社50社

2 民間創造都市推進組織の設置 - - - -

ＩＰビジネス研究会への参加企業数 - 15社 -

9,107本

40社

561人 800人 800人

535人 632人 671人 500人 500人

56件 97件

ビジネスマッチングの来場者数 427人 513人 699人

190社148社

100件

205社 200社 200社

130件 145件

500人 500人

19 年 度 末
( 実 績 )

20 年 度 末
( 実 績 )

整備

50件

150社 170社 170社

1,500本

1
〔都心部における北海道の魅力発信拠点〕道内各
地域からの出展者数

-

〔札幌スタイル〕認証製品数（累計）

3,850本

390人 200人

1 - -

1

1

1

取引可能な映像作品等の集積本数（累計）

200人

2 6,666本

-

56件

2

350人

販路拡大支援事業への首都圏参加企業数 94社

2

重 点 課 題

施策

番号
項　　　　　　目

18 年 度 末
( 現 状 )

スイーツマルシェ集客数

1

1

主体的な活動が生まれ、経済の活力みなぎる街

札幌らしい新産業の育成と企業の誘致

〔都心部における北海道の魅力発信拠点〕来場者
数

政 策 目 標 2

平 成 22 年 度 第 2 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 施 策 進 行 調 書 （ そ の ２ ）

達　　成　　目　　標　　の　　状　　況

2 〔札幌市東京事務所内〕ビジネスラウンジ利用者数 323人

2

3

21 年 度 末
( 実 績 )

33件 41件

22 年 度 末
( 予 定 )

33万人 50万人 10万人

-

22 年 度 末
( 目 標 )

7万人

25店 25店

- -

50件

スイーツ王国さっぽろ推進協議会への参画会員数 85社 130社 134社

「食のまち」札幌発信拠点の整備 整備

スイーツマルシェ出展数 20店 17店 22店 20店

1,298日 1,500日 500日

49社3
〔雇用創出型ニュービジネス立地促進事業による〕
事業所開設数（累計）

39社

50社55社

100人

251件

〔高度情報通信人材育成・活用事業による〕市内ＩＴ
企業への就業者数

72人

341件

〔さっぽろバイオクラスター構想推進事業による〕クラ
スター形成数

-

400件

152日 1,385日

10件

27人

400件

23人 20人

10件 12件

北海道大学特許出願数 271件 314件

ロケーション（延べ）撮影日数 236日

2社 11社 13社

50社32社 51社

2 〔新産業育成推進事業〕補助金交付件数（累計） 2件 4件 7件

92人2

2

2

43社

2

15社

52社 60社 60社

15社3 〔企業誘致促進事業による〕誘致企業数（累計） -
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主　　な　　取　　組　　内　　容

●「スイーツ王国さっぽろ推進協議会」において、スイーツコン
ペティション、スタンプラリーのほか、さっぽろスイーツのＰＲ事
業を実施。また、札幌のスイーツを切り口とするイベントとして
新たに「さっぽろオータムスイーツファンタジー」を大通公園で
開催（19年9月7日～9日）
●地元農産物の見本市（スイーツマルシェ）の開催（開催1回、
17店200名参加）
●札幌スタイル推進事業では産学官で構成する有識者会議
（札幌スタイル・デザイン会議）により、これまでの事業成果と課
題を検討。今後の中長期的な方向性を取りまとめた「札幌スタ
イル推進戦略」の提言を受けた。

●狸小路商店街の空き店舗を活用し、平成20年12月に、民
間事業者の運営による「道産食彩ＨＵＧ（ハグ）」を開設した。
●スタンプラリーの開催など市民参加型のイベントに加え、
「さっぽろオータムフェスト2008」の開催に合わせ、「さっぽろ
オータムスイーツファンタジー」を実施するなど、幅広くさっぽ
ろスイーツの周知を行った。
●地元農産物の見本市（スイーツマルシェ）を年2回開催した
（22店、390名参加）。
●「札幌スタイル推進会議」を設置し、認証基準や審査方法を
見直したうえで、新規10製品、更新50製品の認証を行った。ま
た、ＪＲタワーにおける「札幌スタイルショップ」の開設やデザイ
ンコンペティションの実施、市内・道外への出展を通して、積
極的な周知や販路拡大支援を行った。

●引き続き、「道産食彩ＨＵＧ（ハグ）」の運営に伴う賃借料相
当分を補助し、安定した運営ができるよう支援する。
●スタンプラリーの開催等により、「さっぽろスイーツ」の周知に
努めるとともに、道内の生産者等と消費者である札幌市民とを
つなぐことを目的として、北海道の食に関する情報を集約した
ウェブサイトの開設を行う。
●地元農産物の見本市（スイーツマルシェ）を年1回程度開催
する。
●「札幌スタイル戦略会議」を開催し、「札幌スタイル」の周知
や認証製品の販路拡大を支援する。また、「札幌スタイル

重 点 課 題

札幌の都市イメージを活用した産業の振興施策１

3 札幌らしい新産業の育成と企業の誘致

19　年　度　(　実　績　) 20　年　度　(　実　績　)

●「道産食彩ＨＵＧ（ハグ）」の運営を補助することで、広く全道
各地の道産品を販売することができ、市民や観光客に北海道
の魅力を発信に貢献した。
●スタンプラリーの開催等により、引き続き「さっぽろスイーツ」
の周知に努めるとともに、「さっぽろスイーツカフェ」を開設した
ことで、「札幌の食」のブランド力強化や、洋菓子産業、観光産
業の活性化に貢献した。
●地元農産物の見本市（スイーツマルシェ）を年1回開催した
（20店、200名参加）。
●引き続き、「札幌スタイル推進会議」を開催し、認証基準や

平 成 22 年 度 第 2 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 施 策 進 行 調 書 （ そ の ３ ）

政 策 目 標 2 主体的な活動が生まれ、経済の活力みなぎる街

21　年　度　(　実　績　) 22　年　度　(　予　定　)

や認証製品の販路拡大を支援する。また、 札幌 タイル
ショップ」等の運営に加え、首都圏、道外での商談会、展示会
などPR及び販路拡大に努める。

●引き続き、 札幌 タイル推進会議」を開催し、認証基準や
審査方法の改正を実施し、新規19製品、追加14製品を認証し
た。また、平成20年度のデザインコンペティション入賞作品の
製品化に向けたマッチング等を実施し、20作品のうち、3作品
の製品化に成功した。
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●ものづくり（印刷業）及びバイオ分野における首都圏企業と
市内企業とのマッチングを実施するとともに、平成21年3月に
ビジネス支援サイト「T BONE」を立ち上げた。
●平成20年9月に、札幌市において機能性食品・化粧品分野
に特化した全国規模のビジネスマッチングを開催したほか、平
成21年2月に神戸・大阪においてバイオ産業のビジネスマッチ
ングを開催した（3会場の来場者数　約700名）。
●「アイコモンズサミット2008（平成20年7月29日～8月1日、参
加者数550人）」を開催したほか、地元クリエイター等の参加に
よる創造都市さっぽろ活用ワークショップを開催した（参加者
数53人）。
●「さっぽろコンテンツマーケットシステム」が構築・稼動し、コ
ンテンツの取引が可能となった。
●若手クリエイターを首都圏の映像制作会社にインターン派
遣するなど人材育成を進めるとともに、ロケーション誘致支援
業務の体制強化により、ロケ撮影日数が増加された。
●研修等の実施により、高度ＩＴ人材が育成されたほか、市内Ｉ
Ｔ企業への就職マッチングが進められた。
●新産業・新技術の事業化支援として、3件の案件を支援した
（①「遠隔放射線治療支援システムの開発」、②「スマートス
イーツ『ライト』の開発」、③ジャガイモYウィルスN系統検出試
薬の開発」）
●北大BI（ビジネス・インキュベーション）入居者に対し、IM（イ
ンキュベーション・マネージャー）を配置するなど、研究開発の
促進に向けた支援を行った。
●「知的クラスタ 創成事業（第Ⅱ期） として 3テ （①「免

平 成 22 年 度 第 2 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 施 策 進 行 調 書 （ そ の ４ ）

政 策 目 標 2 主体的な活動が生まれ、経済の活力みなぎる街

重 点 課 題

●ものづくり（印刷業）及びバイオ分野において、首都圏企業
と市内企業とのマッチングを実施
●平成19年7月にIT・バイオ産業のビジネスマッチングを横浜
で、平成20年1月神戸・大阪においてバイオ産業のビジネス
マッチングを開催（3会場の来場者数　500名超）
●クリエイティブコモンズの普及等を議論する国際会議「アイコ
モンズサミット2008」の誘致、「創造都市さっぽろ」の考え方を
視覚的に表すＶＩ（Visual　Identity）策定
●ショートフィルム等のコンテンツを年間通じて取引が行える
「さっぽろコンテンツマーケット」の構築に向けた調査を実施。
●若手クリエイター育成として首都圏の映画制作会社へイン
ターン派遣等を実施
●ＩＴアーキテクトやプロジェクトマネージャーといった高度ＩＴ
人材の育成、首都圏発注側企業と市内IT企業とのビジネス
マッチング・コーディネート等を実施。
●新産業・新技術の事業化支援として、2件の案件を支援した
（①「サーモンオバリーペプチド第2世代の開発」②「環境に配
慮した地域ブランド紙石鹸」の製品化）
●新産業の育成等を目的とした北大Ｒ＆Ｂパーク推進協議会
に参画し、大学の研究開発等を事業化するための支援（3件）
を実施
●「国際競争力のあるバイオクラスターの形成」を目的に、文
部科学省から「知的クラスター創成事業（第Ⅱ期）」の採択を受
け、北大を中心とした研究開発を促進

19　年　度　(　実　績　) 20　年　度　(　実　績　)

施策２ ＩＴ・コンテンツ・バイオなどの新産業の育成・拡大

3 札幌らしい新産業の育成と企業の誘致

主　　な　　取　　組　　内　　容

●「知的クラスター創成事業（第Ⅱ期）」として、3テーマ（①「免
疫・アレルギー改善研究グループ」、②「認知小機能改善研究
グループ」、③「代謝機能改善研究グループ」）の研究開発を
進めた。

21　年　度　(　実　績　) 22　年　度　(　予　定　)

●環境関連産業分野において、首都圏企業と市内企業との
マッチングを実施するとともに、ビジネス交流会の開催や「T
BONE」の運用を行った。
●平成21年9月に札幌において機能性食品・化粧品分野に特
化したビジネスマッチングを開催し、平成22年3月には関西地
区におけるBIOビジネスマッチングを開催した。
●平成20年度の「創造都市さっぽろ推進会議」からの提言を
受け、「クリエイティブ・シティーズ・ネットワーク」への加盟に向
けた情報収集を実施するとともに、ワークショップを開催や、グ
ラフィックデザイン産業のビジネスマッチング等を実施した。
●平成20年度に開設した「コンテンツマーケットシステム」の保
守業務を行うとともに、コーディネーターを配置し、システム登
録情報の更新や販路開拓の支援等を行った。
●若手クリエイターを首都圏の映像制作会社に派遣するなど
人材育成を進めるとともに、ロケーション誘致支援を実施し、
さっぽろフィルムコミッションの機能強化を行った。
●高度ＩＴ人材の育成や市内ＩＴ企業への就職マッチングを実
施し、札幌イノベーションセンター（ＳＩＣ）を核に、独自ソフト
ウェア（Saas：※）等の新技術に係る人材育成を行った。
●新産業・新技術の事業化支援として、3件の案件を支援した
（①「ステロイド系治療薬に関する植物バイオセンサーの開
発」、②「付加価値の高いデータ解析を短時間で実施するシス
テムの構築」、③「血清低減倍地及び化学合成培地の開発」
●バイオ等の先端企業を支援するため、北大BI入居者に対
し、賃料補助及びIMの配置による企業育成支援を行った。
●平成20年度に引き続き、同様の3テーマについて、研究開
発を進め、事業化に向けた研究開発に取り組んだ。
※Saas（サース）：Software as a serviceの略。ユーザが必要と
するシステム機能を、ネットワークを通じて提供するサービス、
あるいはサ ビスを提供するビジネスモデルのこと

●環境関連産業分野において、首都圏企業と市内企業との
マッチングを実施するほか、引き続き、ビジネス交流会の開催
や「T BONE」の運用を行う。
●引き続き、札幌において機能性食品・化粧品分野に特化し
たビジネスマッチングを開催するとともに、関東・関西地域にお
けるビジネスマッチングを開催する。
●「クリエイティブ・コモンズ」普及活動の支援を行うとともに、
官民連携会議の設置する。また、引き続きグラフィックデザイン
産業でのビジネスマッチング事業を行う。
●引き続き「コンテンツマーケットシステム」の保守業務を行うと
ともに、コーディネーターを配置し、システム登録情報の更新
や販路開拓の支援等を行う。
●若手クリエイター育成のため、首都圏の映像制作会社から
講師を招へいし、研修を開催する。また、ロケーション誘致支
援を進め、さっぽろフィルムコミッションの機能強化を図る。
●高度ＩＴ人材の育成や市内ＩＴ企業への就職マッチングを進
めるほか、社会的ニーズの高まっている情報セキュリティ、
SaaSなどの新技術に係る人材育成や「包括フレームワーク」に
よるシステム開発に関する技術伝播の研修を行う。
●引き続き、新産業・新技術の事業化支援を行い、①環境・エ
ネルギー②福祉・医療③情報・通信④バイオテクノロジー（ライ
フサイエンス）関連分野への取組を支援する。
●バイオ等の先端企業を支援するため、引き続き、北大BI入
居者に対し、賃料補助及びIMの配置による支援を行う。
●同様の3テーマについて、研究開発を進め、事業化に取り
組む。

あるいはサービスを提供するビジネスモデルのこと。
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平 成 22 年 度 第 2 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 施 策 進 行 調 書 （ そ の ５ ）

政 策 目 標 2 主体的な活動が生まれ、経済の活力みなぎる街

●引き続き、展示会への出展等を行い、計2社の新規誘致を
目指す。
●引き続き、展示会への出展や積極的な広報等により、計8社
の事業所開設を目指す。

重 点 課 題 3

19　年　度　(　実　績　) 20　年　度　(　実　績　)

札幌らしい新産業の育成と企業の誘致

主　　な　　取　　組　　内　　容

●ＩＴ・コンテンツ・バイオ産業の誘致のため、企業訪問、展示
会への出展（2回）等の誘致事業を実施し、2社を誘致した。
●コールセンター、ニュービジネスの立地促進のため、企業訪
問、展示会への出展（4回）等の誘致事業を実施し、コールセ
ンター4社を誘致した。
●札幌市障がい者コールセンター就労支援ネットワーク会議
の開催により企業と意見・情報交換を行うとともに“障がい者向
けコールセンター研修”を実施

●展示会への2回の出展等により、9社（IT企業7社、コンテン
ツ企業1社、バイオ企業1社）を新規に誘致した。
●首都圏で開催された展示会への3回の出展等により、コー
ルセンター6社の新規誘致を行った。

施策３ 札幌の優位性を活かした企業の誘致

21　年　度　(　実　績　) 22　年　度　(　予　定　)

●ＩＴ・コンテンツ・バイオ産業の誘致のため、企業訪問、展示
会への出展（2回）等の誘致事業を実施し、2社を誘致した。
●首都圏で開催された展示会への2回の出展等により、コー
ルセンター3社の新規誘致を行った。

19 年 度 末
( 実 績 )

20 年 度 末
( 実 績 )

21 年 度 末
( 実 績 )

22 年 度 末
( 予 定 )

22 年 度 末
( 目 標 )

主　　な　　施　　設　　、　　サ　　ー　　ビ　　ス　　の　　整　　備　　水　　準

施　設　（　サ　ー　ビ　ス　）　名
18 年 度 末
( 現 状 )
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施策１ 札幌の都市イメージを活用した産業の振興

●「食のまち札幌」の推進としては引き続き、市民参加型のコ
ンペティションの実施やスタンプラリーの開催したほか、「さっ
ぽろスイーツカフェ」を開設したことで、より多くの市民・観光客
に「さっぽろスイーツ」を提供できる機会を創出し、「スイーツの
街さっぽろ」の実現、さらには、食関連産業の活性化に貢献し
ている。

●「札幌スタイル推進事業」により、異業種企業・人材間の連
携が進められている。札幌の都市イメージやデザインを活用し
た製品が北海道内外で流通し、売上げが増加するなどの成功
事例がみられ、外貨の獲得と道内取引の拡大や域内消費の
拡充に向けた取り組みとなっている。

　北海道の食資源を活用した「札幌の食」等を都市ブランドと
して確立するとともに、北海道産の素材をより活用することで、
道内経済循環の拡大を図り、北海道経済を牽引していく必要
がある。
　また、ブランドの永続的に活用し、ビジネスモデルとして確立
していくために、現在の行政主導の運営から、民間主導を行
政で後押しする方式に移行する必要がある。

評　　　　価　　（　成　　果　）

施策２ ＩＴ・コンテンツ・バイオなどの新産業の育成・拡大

●高度人材の育成としては、平成18年度からの年間で1,000
名を超える技術者に対して研修を実施しており、高度なスキル
を有した人材や即戦力エンジニアの育成につながっている。

●コンテンツ産業の振興としては、ロケ支援業務の専門スタッ
フを確保するなどの支援体制を強化することで、高水準のロケ
撮影日数を維持しており、首都圏の映画会社へのインターン
派遣を通して、人材育成の基盤づくりを進めることができた。

●バイオ産業の振興としては、関西でのバイオマッチングに加
え、昨年度に続き、札幌において機能性食品・化粧品分野に
特化した全国規模のビジネスマッチングを開催し、精度の高い

　ＩＴ関連産業は、景気低迷下での業務受託量の減少、受注
単価の低下により、厳しい経営環境の置かれている。今後は、
協業化の推進などによる大型受託業務を可能とする体制の整
備を行うとともに、受託業務に頼らないメーカー型構造転換な
どの対策が必要となる。
　また、バイオ関連産業においては、ニーズやトレンドなどの
内部、外部環境が刻々と変化するため、有望な技術・素材を
活かすことができるよう販路拡大や企業連携の支援を適切に
行っていく必要がある。

課　　　　　　　　　題

政 策 目 標 2 主体的な活動が生まれ、経済の活力みなぎる街

重 点 課 題 3 札幌らしい新産業の育成と企業の誘致

平 成 22 年 度 第 2 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 施 策 進 行 調 書 （ そ の ６ ）

●食品関連産業の競争力を高めるため、これまで培ってきた企業・関係団体のネットワークや情報等を十分活用しながら、札
幌の強みである食資源の高付加価値化、販路拡大などを支援するとともに、食の加工、流通、マーケティング等のプロセスに
ついて総合的な支援を行っていく。また、北海道との連携をより一層深めることで、道産の食の消費促進を啓発し、道内経済、
さらには本市経済の活性化を図っていく。

●ＩＴ関連産業は下請的な受託型の産業構造から脱却するために、高度な技術を有した人材の育成支援を行うともに、大型
案件や本旨のIT調達案検討を地場産業が受注できるよう協業化の体制構築支援を行う。また、バイオ関連産業については、
最大の課題である販路拡大・企業連携を支援するため、国内外の地域・企業との連携をさらに促進していく。

●石狩市を始めとした札幌広域圏と連携した企業誘致施策を展開し、札幌経済圏として企業立地の優位性を対外的にＰＲし
ていく。また、平成21年度より新制度を立ち上げ、札幌市が参画する、企業立地促進法に基づく「道央中核及び道央札幌地
域産業活性化協議会」において集積を目指している食料品関連や情報関連の製造業等にも誘致補助を拡充しており、札幌
の地域特性を活かした企業誘致を今後、さらに促進していく。

今　　後　　の　　重　　点　　取　　組

●IT、コンテンツ、バイオ産業の誘致については、平成21年度
までの誘致件数は13社となり、順調に推移している。これらの
産業を誘致することにより、安定した雇用の創出、産業集積、
及び産業の高度化等につながり、札幌らしい新産業の育成と
企業の誘致に効果があった。

●コールセンター・ニュービジネスの誘致については、平成21
年度に3社が新たに札幌市に立地した。このことに伴い、雇用
の創出、市税収入の増加等が図られ、地域経済の活性化に
寄与している。

　札幌の優位性を活かした企業の誘致という観点では、多くの
自治体が地域特性を活かした企業誘致を進めており、地域間
の競争は激化しつつあることから、本市単独ではなく、石狩市
など周辺市町村との連携により誘致活動を強化していく必要
がある。

特化した全国規模のビジネスマッチングを開催し、精度の高い
商談の場を設定することができた。

施策３ 札幌の優位性を活かした企業の誘致



様　式　ア

スイーツ王国さっぽろ推進協議会への参画会員数（単位：社）項目１

2 主体的な活動が生まれ、経済の活力みなぎる街

平 成 22 年 度 第 2 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 施 策 進 行 調 書 （ そ の ７ ）

項目４ 大学の共同研究・受託研究実績（単位：件）

項目２

成　　果　　指　　標　　等　　の　　動　　向

札幌スタイル認証製品数（単位：件）

重 点 課 題 3 札幌らしい新産業の育成と企業の誘致

政 策 目 標

【実績値の推移に係る検証】
アンテナショップ開設の効果等により、参加会員数が伸びている

【実績値の推移に係る検証】
認知度向上が認証事業応募の急増へつながっている

項目３ 取引可能な映像作品等の集積本数（累計、単位：本）
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　「スイーツ王国さっぽろ推進協議会への参加会員数（項目1）」は、着実に増加している。今後とも、「札幌の食」というブランド
の確立に向けて、企業が参画するメリットを打ち出しながら、より多くの市内企業の参画を促していく。
　「札幌スタイル認証製品数（項目2）」は、札幌スタイルの認知度向上により、着実な増加しており、目標値を前倒しで達成す
ることができた。引き続き、札幌スタイルの認知度の向上に向けた取組みを行い、認証を行っていく。
　「取引可能な映像作品等の集積本数（項目3）」は、平成20年度に「さっぽろコンテンツマーケットシステム」が構築されて以
来、札幌国際短編映画祭を通じて蓄積した世界中の短編映画の活用が図られており、順調な増加となっている。平成21度か
らはシステムが稼働し、コンテンツ取引が可能となったため、コーディネーターが中心となったプロモーション活動を進め、コン
テンツ産業における商取引の活性化を図っていく。
　「大学の共同研究・受託研究業績（項目4）」は、文部科学省から採択を受けた「知的クラスター創成事業（第Ⅱ期）」や「北大
BI(ビジネス・インキュベーション」の開設等により、順調な増加を示している。引き続き、地元企業の参画の促進させるなど、札
幌の強みを活かした研究開発を行い、研究成果の製品化・事業家を促進させていく。
　「IT・コンテンツ・バイオ企業及びコールセンター・ニュービジネスの誘致数（項目5）」は、景気低迷下における企業の新規投
資抑制の影響を受け、伸び悩みが見られる。今後とも、市税収入の増加や安定した雇用の創出のためにも、誘致数を増加さ
せ、地域経済の活性化に結び付けていく。
　引き続き、「札幌らしい新産業の育成と企業の誘致」を推進し、平成22年度の計画目標に向け、注力していく。

ＩＴ・コンテンツ・バイオ企業及びコールセンター・ニュービジネスの誘致数（単位：社） 項目６

成　果　指　標　等　 か　ら　見　た　重　点　課　題　の　評　価

項目５

【実績値の推移に係る検証】
順調に推移しており、最終年で目標値達成見込み

【実績値の推移に係る検証】
産学官連携の取組が進むなど、最終年で目標値達成の見込み

【実績値の推移に係る検証】
既にあと5社の新規立地は決定しているが、目標達成は微妙な状況
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